
九月に入り、40℃に迫るような酷暑はおさまりましたが、最近、日本列島を横断している秋雨前線が、

太平洋高気圧からの水蒸気を取り込んで発達し、日本の至るところで、大雨による被害が出ています。

滋賀でも、これまでに大きな落雷と豪雨に見舞われることが時々発生しており、これからの台風シーズ

ンでは、大雨が長期化して洪水の被害にならないか心配です。まだまだ残暑が厳しく、暑さによる疲れ

で体調を崩し易い季節ですので、皆様、これからのインフルエンザの流行などにも気をつけてください。 

保険診療の歯冠修復物（かぶせ）の中で、金属を用いない天然歯のように白い色のものに、部分かぶ

せの CAD／CAM インレーと、全部かぶせの CAD／CAM 冠の２種類があります。これらの歯冠色の

かぶせを製作するための型取りでは、従来は、やわらかい粘土様の材料がお口の中で硬化するまで数分

間待つ必要があり、患者様にとっては苦しい時間でした。また、従来法は、型取り用の材料や模型のた

めの石膏材料も必要で、これらの材料の方付けや廃棄にも、時間や労力、廃棄費用が必要でした。 

当院では、今年の七月途中から、「口腔内スキャナー」という、カメラ撮影を原理とした新しいデジタ

ル機器を導入して、前述の CAD／CAM インレーと CAD／CAM 冠の型取りを開始し、これまでに約

100 症例をデジタル式で製作しました。デジタル式では、短時間で型取りが終了して患者様の不快感が

少なく、従来法では避けられない材料の物性のバラツキがなく、技工物の精度が高くなります。材料と

廃棄のコスト削減、時間と労力の削減で仕事が効率化し、模型破損等による再製がないのも利点です。

口腔内スキャナーは、保険のかぶせ製作の歯型を取る機能だけではなく、義歯の複製や、セラミック

（自費診療）のかぶせの型取り、矯正治療の診断とマウスピース矯正のための型取りにも利用出来ます。 

当院ではこれから、口腔内スキャナーを用いて、皆様のお口の中の状態を計測して３D の画像を作成

し、更に、歯並び、かみ合わせ、むし歯、歯石、歯肉炎などの有無を AIで簡易診断し、レポートにして

ご提供するサービス『口腔内レポート』（自費診療）を準備していますので、期待してお待ちください。 
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